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1．はじめに   

」R西日本では、21世紀を目指して、3K的作業からの脱却を図り、鉄道事業における抜本  
的な省人化と信頼度向上を実現する「新しい保全システムの構築」に向けて、次に示す通り平成   
5年度より総合的な技術開発に着手している。（文鉱1）  
○昔ながらの人手による巡臥 目視主体の保守体系から、部品毎の信頼性管理により定期的な検   

査業務は極力廃止すると共に、摩耗部品・劣化部品については一定の周期で一斉交換を行うシ   
ステムヘの移行を目指す。  

表1 新幹線総合アラームシステム  ○部品・装置交換周期の2倍以上の大幅   
な延伸を図ると共に交換作業の省人化   

を実現する。「30年もつ電車綾」「   
キロ1億円、25年もつ省力化軌道」   
「20年解体不要な車両」等を旗印に、   

長寿命化に取組んでいる。（文献3・4）  
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を構築する。（文鋸5）新幹線で先行   
を進めており、300km／h営業運   
能な500系量産先行車両の営業開始  
に合わせて、保安度や信頼性の一層の  
向上を図る「新幹線稔合アラームシス  
テム」の構築を目指している。 

2．新幹線総合アラームシステムの概要   
各技術分野毎の縦割り検査体系から脱   

却し、車両搭載の検知装置で軌道・架線   
等地上設備の基本捜能異常を検知、また   
地上に設置した検知装置で走行中の車両   
の基本機能異常を検知するシステムとし、  
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①車上に取付けた検知装置で検知するシス   

テム  
軌道については、車体動揺加速度・軸   

箱振動加速度及び台車枠振動加速度を測   

定し、それぞれの振動特性と設備の捜能   
劣化との相関性について検証を進めてい   

る。  
架線については、舟体振動加速度の測   

定及び画像からそれぞれの特徴抽出によ   

る分析特性と設備の基本機能異常との相   
関性の検証を進めている。  
以上の取組みをW】N350、電気軌  
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ブを図りつつある。  図1 アラームシステムによる主な指示パターン  
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また、これらのシステムを設計段階から500系量産先行車両に組込んでいる。  
㊤地上に設置した検知装置で検知するシステム  

300km／hの高遠城で走行中の500系等車両の全車輪について、．回転異常や車輪のフラット   
等とレール振動等との相関性の検証をすすめている。また走行中の車両の全パンタグラフについ   
ても、架線の振動、押上量及び画像等から基本機能異常との相関性の検証を．進めている。  

◎自己診断システム モーター軸受け異常検知等新たなシステムの開発も進めている。  

3．架線アラームシステム等の概要  
（1）画像による検知システム  

300km／h高速集電時の画像から著   
大な放電現象や火の粉を量的に把捉し   

架線の集電機能異常を検知するととも   
に、トロリ綾の高さ、偏位の不良箇所   
を検出し架線の基本機能の劣化を事前   
に検知するシステムである。   
【検出方法］  

集電状態はCCDカメラにより撮影  
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に感度の良いカメラ、レンズ、  

フィルターを用いて集電状態を撮影す  
る。この方法について新幹線電気軌道  
試験車（丁3）を使用し集電状態観測  
ドームから集電状態を撮影し基礎試験  
を行い検出可能なことを確認済である。  

図2 架線アラームシステムのデータ  
処理システム構成図  

ラ
h
箇
法
圧
な
 
 

グ
0
耗
方
電
能
 
 

タ
0
産
出
綾
可
 
 

ン
3
状
検
架
が
 
 

パ
 
波
［
 
定
 
 

）
 
 

2
 
 

′
■
■
ヽ
 
 

定
の
 
 

測
時
 
 

動
電
 
 

振
集
 
体
速
 
 

舟
高
 
 

フ
ル
 
 

テ
フ
 
0
 
 

ス
ラ
る
 
 

シ
グ
あ
 
知
タ
で
 
 

検
ン
ム
 
 

る
パ
テ
 
 

よ
型
ス
 
 

に
翼
シ
 
 

ム  

舟体の上下振動加速度を測定し架線の著大な硬点や  
所等を検知する  
］  

（25000v）との絶縁を保ち、翼型パンタグラフの性能に影響を与えないため非接触で測  
レーザードップラー振動計を使用する。  

アラームシステム開発スケジュール  
β）データ処理システみの構成を図2に示す。  

4．今後の課題   
新幹線総合アラームシステム開発スケジ  

ュールは図3に示す通りである。500系  
量産先行車両による営業開始に合わせた導  
入を目指して、WIN350搭載装置等に  
よる常時測定を継続するとともに、各種手  
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5．終わりに   
「新幹線総合アラームシステム」の開発  

に際し、御指導・御支援頂いている関係各  
位に深く感謝の意を表します。  図3 新幹線総合アラームシステム開発スケジュール  
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